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Teaching Effectively in English

「英語で効果的に教えるために」

大学教員のためのワークショップ（２日）



講師

吉中昌國
カリフォルニア大学バークレー校で社会
学修士号取得。外国人講師のマネー
ジャーを長年務め、企業でのグローバル
人材開発コンサルタントとして活躍。
アメリカの大学についての豊富な知識と
体験を基に、多くの国立大学でＦＤ研修
を担当。インタラクティブで丁寧な指導
に定評がある。

目的

６時間×２日の集中研修
１クラス８名まで

教材

特徴
対象

これから英語で授業をする予定の若手教員
英語中級者から上級者まで （レベル別編成）

形態

ワークショップ用アルクオリジナル教材

○すぐに生かせる多数の実践的アドバイス
○多様な英語レベルに対応
○ファシリテーション型のワークショップ
○教員同士の情報交換も促進

英語で効果的な授業をするために必要なことについて考え、準備の第一歩を踏み出す
◆日本語から英語への移行をスムーズにする方法について考える

◆英語で学ぶノン・ネイティブ・スピーカーへの対応と配慮について考える

◆異なった価値観やコミュニケーション・スタイルを持つ学生への対応を考える

◆北米の大学で実践されている教授法について知り、自分の授業を見直す契機とする

◆初回授業の一部を実施する

大学教員のためのワークショップ「英語で効果的に教えるために」 ２日ワークショップの概要



英語にスムーズに移行するための４つのコツ

1

2

3

4 学生の
やる気を育てる

学生の
多様性に対応する

しっかり設計する

参加型の
レッスンにする My English is 

not perfect.
But you’ll 
learn a lot 
in my class.

教員にとっての利点

・このワークショップ自体がインタラクティブに運営
されるので、参加型のレッスンを体験できる。

・日本語での授業の密度と質を落とさずに英語に移行
するための様々な工夫について知ることができる。

・ノン・ネイティブ・スピーカーが使うべき英語につ
いて体験的に学ぶことができる。

・日本語で行う授業の設計や改善にも役立つ気づきがある。

大学教員のためのワークショップ

Effective
Course

「英語で効果的に教えるために」 基本コンセプト



大学教員のためのワークショップ 「英語で効果的に教えるために」 スケジュール

第１日 第２日
10:00

12:00
13:00

17:00
（６時間） （６時間）

10:00

12:00
13:00

17:00

1
しっかり設計する

2
やる気を育てる

3
参加型にする

4
多様性に対応する

自己紹介
理想の講師とは？
１．授業設計のコツ
目的の明確化
初回授業の重要さ
シラバスの構成要素

教員の自己紹介の仕方
教室英語
ノン・ネイティブとしての心構え
文法的間違いの種類
「形成的評価」の効用

２．学生のやる気を育てるコツ
教員の情熱を開示する
授業の重要さを伝える
フック（興味を引く仕掛け）
リーディングへのやる気を育てる
ライティングへのやる気を育てる

英語で授業を行う練習
初回授業の一部を実施

３．学生を巻き込むコツ
効果的な質問の仕方
静かな学生に発言させる工夫
学生の回答を受けとめる方法

間違った答をソフトに訂正する方法
学生の質問に対応する方法
肯定的なフィードバックを与える方法

４．学生の多様性に対応するコツ
多様性の意味とメリット
文化の多層構造（文化の玉ねぎ）
多文化への対応
文化の差と個人の差
学生のアイデンティティの構成要素
コミュニケーション・スタイル
相互理解に役立つ表現

✔

✔

✔
✔

✔

✔

✔

✔
✔

✔

✔

✔

✔

✔ ＝ 内容例あり



アルク教育社「英語で効果的に教える方法」: 大学教員のためのワークショップ

○ ディスカッションを通して考え、記入
していくスタイルのワークブック

○ 実践的な英語表現を多数掲載

○ 効果的な授業のためのアイデアや
工夫を数多く収録

○ 名古屋大学で作成された教員用テキスト

○ 授業の場面別の英語表現を収録

ワークブック（約６０頁）

参考書（ＣＤ付）

「英語で効果的に教えるために」 配布用教材



「英語で効果的に教えるために」 内容例１

学習目標を学生の視点から明確化するしっかり設計する

学生にどのような知識やスキル、姿勢を
身につけてほしいのか？
その問いかけに対する回答が
コース設計の基本となります



「英語で効果的に教えるために」 内容例２

しっかり設計する ノン・ネイティブ・スピーカーとしての英語とは？

「先生の英語はよくわかりません」と
言ってきた学生がいます

わかりやすい英語にするために
ノン・ネイティブ・スピーカーとして
何ができるでしょうか？



「英語で効果的に教えるために」 内容例３

しっかり設計する 形成的評価とは？

学生が授業をどこまで理解しているのか
それをリアルタイムでモニターするのが
形成的評価です

その代表的な手法である
One-Minute Paper の
質問項目を考えましょう



「英語で効果的に教えるために」 内容例４

しっかり設計する ブロークン・イングリッシュはどこまで通じるのか？

スピーキングにおける
文法的な間違いは
Major Errors と Minor Errors に
分けることができます

Major Errors があると
聞き手は理解できずに混乱します

Minor Errors は
間違いだと分かりますが
意味は通じます

授業の中では
まず Major Errors を意識して
無くしていくことが大切です
逆に
Minor Errors はそれほど
気にする必要はありません



「英語で効果的に教えるために」 内容例５

授業の重要さを３つの側面から伝える

どうしてこのコースで学ぶことが重要であるかを
アカデミック、プロフェッショナル、パーソナルの
３つの視点から語ることで
学生のやる気を高めます

学生の
やる気を育てる



「英語で効果的に教えるために」 内容例６

教員の情熱を開示する

専門分野を選んだ理由を
わかりやすく、気持ちをこめて語ること
で学生のやる気を育てます

学生の
やる気を育てる



「英語で効果的に教えるために」 内容例７

効果的な質問とは？

質問は
学生に重要な点を示し
考える機会を与えます

質問の難易度を意識し
適切なレベルにすることで
学生を授業に
巻き込むことができます

それぞれの専門分野での
質問の難易度を
考えましょう

参加型の
レッスンにする



「英語で効果的に教えるために」 内容例８

静かな学生に発言させるには？

学生には発言しない理由が
いくつかあります
それぞれの理由への
対応策を考えましょう

参加型の
レッスンにする



「英語で効果的に教えるために」 内容例９

肯定的なフィードバックを与えるには？

良い点はYouを主語にし
改善点はモノを主語にしつつ
学生へのフィードバック・コメントを
実際につくってみましょう

参加型の
レッスンにする



「英語で効果的に教えるために」 内容例１０

多様性の意味とは？ メリットとは？学生の
多様性に対応する

違うものをもつ人が
仲間になると
生まれてくるメリットがあります

研究でもビジネスでも重要とされる
人的多様性について考えます



「英語で効果的に教えるために」 内容例１１

その学生の文化では正しく適切な行動が
日本文化から見るとネガティブに
思えることがあります
いくつかの例を通して、その理由を考えましょう

留学生対応で起きうる文化的問題は？学生の
多様性に対応する



「英語で効果的に教えるために」 内容例１２

留学生の多様なアイデンティティーとは？学生の
多様性に対応する

文化と血筋と国籍がすべて同じであることが
日本では一般的ですが
世界ではそうでもありません

日本人を理解してもらうためにも
留学生の多様なアイデンティティーに
注目しましょう



「英語で効果的に教えるために」 内容例１３

多文化対応に効果的なコミュニケーション・スタイル
とは？

学生の
多様性に対応する

文化の異なる相手と理解し合うためには
ロー・コンテキスト・コミュニケーション・
スタイルが
有効です

「以心伝心」でも
「阿吽の呼吸」でもありません

言葉を尽くして
互いの思いを確認していく
コミュニケーション・スタイルです



吉中昌國 （よしなか まさくに）

カリフォルニア大学バークレー校 社会学学士号と修士号

経歴

名前

教育
と
所属 アルク教育社専属 グローバル人材開発コンサルタント

・シリコンバレーをベースに通訳、翻訳業務
・バークレーのパソコン販売会社で営業業務
・スタンフォード大学と日本企業の合同リサーチプロジェクトに参加
（スタンフォード・リサーチ・インスティテュートとサンヨー株式会社）

・日本企業のアメリカでの展開をサポートするＮＧＯの会長
（公民権や男女機会均等法などの実際を日本企業に紹介）

・日本企業の海外幹部対象研修のための翻訳と通訳を担当（東レ）
・数多くの日本企業のグローバル化研修プログラムを立案・実施
（企画立案、教材作成、外国人講師の採用とトレーニング）

・企業のグローバル化研修講師
ビジネスライティング、グローバルビジョン、赴任前異文化コミュニケーション、
新入社員対象異文化コミュニケーション、英語学習法セミナーなど
（東レ、三菱東京UFJ銀行、ブラザー工業、住友電工、住友化学、富士通FIP、資生堂、コカ・コーラ、
三菱鉛筆、日本特殊陶業、伊藤園、日新電機、沖電気、三菱重工業、三井倉庫、三井金属、鈴与、日
本政策投資銀行、大日本住友製薬、東京エレクトロン、象印マホービン、宇部興産などで２０１４-１
５年に実施）

・大学のグローバル化研修講師
教員対象「英語で教えるために」研修、職員対象異文化コミュニケーション、職員
対象英文メールライティング、大学院生対象異文化コミュニケーション、グローバ
ルビジョン、アカデミック・ライティング、TOEFL対策など
（北海道大学、東北大学、法政大学、新潟大学、東京大学、東京海洋大学、千葉大学、中央大学、神
奈川大学、茨城大学、豊橋科学技術大学、名古屋大学、愛知大学、滋賀医科大学、京都大学、同志社
大学、立命館大学、大阪大学、大阪府立大学、関西学院大学、岡山大学、鳥取大学、福岡大学、九州
大学などで２０１４-１６年に実施）

「英語で効果的に教えるために」 講師紹介


